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 「学術雑誌塾」とは、1985 年から 1990 年にかけて、山崎茂明氏（現愛知淑
徳大教授）を塾長として、若手図書館員が集まった勉強会です。 
 月１回ペースで集まりましたが、受動的に勉強するにとどまらず、グルー
プまたは個人で自らテーマを決め、文献を読み、調査をし、発表し、出版し
ました。 
 これらの活動についてはすでに「ほすぴたるらいぶらりあん」にまとめま
したが、サービス大会では当時出版した「学術雑誌塾報告」(ISSN 0915-3675)
や「通信」などの資料もご覧いただければと思います。 
 昨年３月に元塾生と興味を持ってくださった方が久々に集まり、各自の研
究や業務等の報告を行いました。また、これを機に塾のメーリングリストと
掲示板が開設されました。どちらも主に塾長が話題提供されていますが、意
見交換も行っています。公開されていますので、ぜひ覗いてみてください。
どなたでも参加してくださればなおうれしく思います。 
 
○ メーリングリスト 
 http://groups.yahoo.co.jp/group/zasshi-juku/ 
○ 掲示板 
 http://libweb.kyorin-u.ac.jp/~medinfo/zasshi-juku/board/wwwbbs.cgi 
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